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図 3-2 4人の WPC抽出（上；前半・下；後半） 





















図 4 WPC学習支援システムのグループ企画 







手箇所を克服（Anti Weak Point System；AWPS），すなわ
ち，苦手箇所に気づき，つまずかないための学習支援方
策を創造的（Creativity Support System; CSS）に企画






図 5 苦手箇所情報から知識創造（知識変換） 
 
学生個人の苦手箇所は，図 5に示すようにⅠ，Ⅱ，Ⅲ，























3.3 苦手箇所共有による CSS-AWPSの開発例 
[3年・4年向け講義（プログラミング論Ⅱ）] 





図 6-1-1 日本人学生の AWPS（起動画面） 
 
 
図 6-1-2 日本人学生の AWPS（制御文関連） 
 
 
図 6-2 留学生（台湾）の AWPS（配列関連） 







図 6-3 初期のシステム（2年生） 























図 6-4 グループ A 
 
 
図 6-4-1 グループ B（メイン画面） 
 
 









図 6-4-3 グループ B（正解の場合の画面遷移） 
 
 
図 6-4 グループ C 
 
 
図 6-5 グループ D 
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図 6-6-1 グループ F（メイン画面） 
 
図 6-6-2 グループ F（画面遷移） 
 
図 6-6-3 グループ F（画面遷移） 
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図 7 次年度の利活用の feedforward-Learning 
 
5. おわりに 
一般的に教育とは，教師による教授法や資料が
異なり，オリジナリティが付随する．よって，
E-leaningも教師のオリジナリティなど講義の特
質が含むことで学生が親しみやすくなる．本研究
では，著者（教師）の特質である教授法や資料の
中から学生が苦手箇所を抽出して，オリジナルの
leaningシステムを実装構築しており，実装側の
該当学生と次年度にシステムを使用する学生の苦
手視点や教授法の癖などの視点を包括的に取り入
れたプログラミング教育環境を提案した． 
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